
平成３０年１２月１７日 

関 係 者 各 位 

株式会社 北九州銀行 

 

起業体験型イベント『第4回 Startup Weekend北九州』を応援します！ 

 

北九州銀行（頭取 藤田光博）は、起業家輩出を目的としたスタートアップ体験イベント「第 4

回 Startup Weekend 北九州」の開催にあたり、第 1 回から引き続き、スポンサーとして Startup 

Weekend北九州の開催を応援することとなりましたのでお知らせします。 

本イベントは事業アイデアを持ち寄り、週末の3日間でアイデアを形にする方法を学び、スター

トアップをリアルに体験できるものです。 

当行は本イベントの応援を通じて、北九州地域からの新規事業の創出を支援してまいります。 

記 

（１）イベント名   第 4回 Startup Weekend 北九州 

（２）主   催   NPO法人 Startup Weekend 

           （運営：北九州市立大学および北九州高等専門学校の学生有志等） 

（３）協   力   北九州市 

（４）日   時   平成31年1月11日（金）～ 1月13日（日） 

（５）場   所   COMPASS小倉 

北九州市小倉北区浅野3丁目8番1号 

AIM（アジア太平洋インポートマート）ビル6階 

（６）内   容   1日目：アイデア発表・チームづくり 

2日目：アイデアの形づくり、起業経験者等によるコーチング 

3日目：プレゼンテーション、企業経営者等による審査 

（７）対 象 者    新規事業を立ち上げたい方、起業体験を積みたい方、 

スタートアップに興味がある方 

（８）参 加 費    有料（各種参加料については公式HP（下記）に記載） 

【Startup Weekend 北九州公式HP】 

           https://swkitakyusyu.doorkeeper.jp/events/81846 

以 上 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

 

営業統括部 地域開発支援グループ 端
はし

田
だ

 TEL：093-513-5371 
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第４回

Kitakyushu

日時 2019年1月11日（金）18:00  ～ 1月13日（日）21:00

世界基準の起業体験イベント

～週末の3日間が人生を変えるきっかけに！～
スタートアップウィークエンドは

世界中で41万人以上が参加している起業体験イベント
第4回のテーマは「HAPPY♪」

この週末3日間を
あなたの人生をさらにHAPPYにするきっかけに！

場所 COMPASS小倉 福岡県北九州市小倉北区浅野3丁目8番1号

AIM（アジア太平洋インポートマート）ビル6階

Sponsor Supporter



1

申し込みはこちらから
下記DoorkeeperのURLまたはQRコードより
申込ページにアクセスし、手続きください。

また、Facebookで随時、イベントの詳細や
スタートアップ関連のニュース、
Startup Weekendに参加する時に知っておきたい
情報なども発信していきますので、
ぜひフォローをお願いします！

会場
COMPASS小倉

福岡県北九州市小倉北区浅野３丁目８番１号
AIM（アジア太平洋インポートマート）ビル６階

参加費（日程中の飲料・昼食・夕食・懇親会込）

・通常チケット
社会人 ￥7,000
学学生 ￥5,000
→申込締切01月10日（木）23:55

・最終日発表見学＆懇親会チケット
￥2,000

→申込締切01月13日（日）15:00

WHAT IS STARTUP WEEKEND?

１日目
金曜の夜からスタート。
まずは、アイスブレイクのゲームを通
して、参加者同士お互いの理解を深め
ます。それぞれが持っているアイデア
や「これをやりたいんだ」という想い
自分が得意とするスキルを発表し合っ
てチームを作っていきます。

２日目
アイデアを形にしていきます。
チーム内で議論をしたり、ビジネスの
顧客になりうる人にアンケートをとっ
たり、それぞれの知識や人脈を活かし
て情報収集をしながら、練っていきま
す。午後には、第一線で活躍する起業
家や投資家がコーチとして会場に来て
サポートしてくれます。

３日目
いよいよプレゼンテーションを行いま
す。夕方までに、コンセプト、対象と
なる顧客やサービス内容、マネタイズ
の方法などを固めていき、審査員の前
で発表をします。新しい事業を興した
経験のある起業家や、スタートアップ
に出資したことのある投資家などのジ
ャッジで最優秀チームが決まります。

FBページ⇩お申し込み⇩

https://swkitakyusyu.door
keeper.jp/events/81846

https://www.facebook
.com/swkitakyushu/
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